
野
口
英
世
は
、
一
九
○
三
年
九
月
か
ら
一
年
間
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
首
都
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
あ
る
国
立
血
清
研
究
所
（
聾
胃
①
弓
の

静
昌
冒
冒
切
言
員
巾
曽
と
略
す
）
に
留
学
し
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研

究
所
が
設
立
さ
れ
る
直
前
で
あ
る
・
野
口
英
世
は
⑮
閏
留
学
中
に

指
導
を
受
け
た
ト
ー
バ
ル
・
マ
ッ
セ
ン
（
弓
言
弓
四
匡
冒
且
の
①
己
）
博

士
を
終
生
、
師
と
仰
ぎ
、
事
あ
る
毎
に
手
紙
を
書
い
て
い
た
。
こ

の
書
簡
二
十
八
通
が
、
平
成
三
年
マ
ッ
セ
ン
博
士
の
三
男
で
あ
る

ス
テ
ン
・
マ
ッ
セ
ン
博
士
（
陣
ｇ
旨
四
号
①
己
か
ら
、
財
団
法
人
・

野
口
英
世
記
念
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。

の
四
は
、
一
九
○
二
年
九
月
に
設
立
さ
れ
、
初
代
の
所
長
は
デ
ン

マ
ー
ク
の
微
生
物
学
、
免
疫
学
の
祖
と
さ
れ
る
サ
ラ
モ
ン
セ
ン
教

授
合
閏
こ
巨
冒
⑳
留
置
日
○
国
の
①
国
）
で
あ
っ
た
が
、
研
究
の
実
務
は

サ
ラ
モ
ン
セ
ン
教
授
の
愛
弟
子
で
あ
る
マ
ッ
セ
ン
博
士
が
担
当
し
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デ
ン
マ
ー
ク
の
師
・
マ
ッ
セ
ン
博
士
に

宛
て
た
野
口
英
世
の
書
簡

石
黒
達
也

て
い
た
・
野
口
は
、
こ
の
研
究
所
の
初
め
て
の
外
国
人
留
学
生
で

あ
っ
た
。
野
口
英
世
の
庇
護
者
で
あ
り
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究

所
の
所
長
に
内
定
し
て
い
た
フ
レ
ク
ス
ナ
ー
博
士
が
マ
ッ
セ
ン
博

士
と
知
己
で
あ
っ
た
た
め
、
野
口
を
の
四
に
留
学
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
マ
ッ
セ
ン
博
士
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
、
ロ

ン
ド
ン
の
バ
ロ
ッ
ク
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
ア
レ
ー
ニ
ウ
ス
な
ど
、

当
時
の
そ
う
そ
う
た
る
微
生
物
学
者
と
も
交
流
が
あ
り
、
野
口
は

印
望
滞
在
中
に
こ
れ
ら
の
大
家
と
知
り
合
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

ま
た
、
マ
ッ
セ
ン
博
士
の
父
親
・
ぐ
．
画
・
○
．
マ
ッ
セ
ン
将
軍
が
陸
軍

大
臣
を
し
て
い
た
関
係
で
、
国
王
・
ク
リ
ス
チ
ア
ン
九
世
の
宮
殿

に
招
か
れ
る
光
栄
に
も
浴
し
た
。

書
簡
は
、
野
口
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
帰

っ
た
翌
年
の
一
九
○
五
年
か
ら
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ア
ク
ラ
で
客
死

す
る
前
年
の
一
九
二
七
年
に
お
よ
び
、
い
ず
れ
も
英
文
で
あ
る
。

書
簡
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、

（
ご
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
行
な
っ
て
い
た
蛇
毒
研
究
の
続
き

に
関
す
る
書
簡
や
近
況
報
告
な
ど
八
通
二
九
○
五
年
十
二

月
か
ら
一
九
○
七
年
十
二
月
の
日
付
け
）

（
二
）
梅
毒
の
研
究
に
着
手
し
、
脳
・
脊
髄
組
織
中
に
ト
レ
ポ
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の
五
部
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
の
一
部
は
、
様
々
な

野
口
の
伝
記
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
全
書
簡
を
通
し
て
読
む

と
、
野
口
が
行
な
っ
た
研
究
の
足
跡
を
克
明
に
辿
る
こ
と
が
出
来

る
。
野
口
は
、
こ
れ
ら
の
書
簡
の
中
で
、
自
分
の
こ
と
を
「
先
生

の
最
初
の
外
国
人
弟
子
」
（
旨
貝
穿
の
氏
○
国
瞥
冒
巳
）
と
か
「
先

生
の
古
く
か
ら
の
弟
子
」
（
苫
昌
○
屋
冒
昌
）
と
呼
ぶ
な
ど
し
て
、

マ
ッ
セ
ン
博
士
に
最
大
級
の
尊
敬
の
意
を
表
し
て
い
る
。

マ
ッ
セ
ン
博
士
は
一
九
○
九
年
、
二
代
目
の
所
長
に
就
任
し
、

ネ
ー
マ
を
発
見
す
る
迄
の
書
簡
四
通
（
一
九
一
二
年
五
月
か

ら
一
九
一
三
年
四
月
の
日
付
け
）

（
三
）
脳
梅
毒
に
関
す
る
業
績
を
ョ
１
ロ
ッ
パ
各
国
で
講
演
し

た
時
の
書
簡
八
通
（
一
九
一
三
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
同
年

十
月
三
十
日
の
日
付
け
）

（
四
）
ョ
１
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
り
、
回
帰
熱
な
ど
の
研
究
に
携
わ

っ
て
い
た
時
期
の
書
簡
三
通
二
九
一
三
年
十
一
月
か
ら
一

九
一
五
年
五
月
の
日
付
け
）

（
五
）
黄
熱
病
研
究
に
着
手
し
、
最
後
の
黄
熱
病
研
究
の
た
め

ア
ク
ラ
ヘ
向
か
う
迄
の
吉
簡
五
通
二
九
一
八
年
十
月
か
ら

ア
ク
ラ
へ
向
か
う
迄
の
聿
星

一
九
二
七
年
十
月
の
日
付
け
）

一
九
四
○
年
退
官
す
る
ま
で
、
望
の
み
な
ら
ず
デ
ン
マ
ー
ク
医

学
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
一
九
一
三
年
、
野
口
が
訪
欧

し
た
時
に
は
、
自
宅
に
招
い
て
歓
待
し
、
野
口
に
多
大
な
感
銘
を

与
え
た
。
こ
の
時
、
野
口
が
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
か
ら
ダ
ン
ネ
ブ
ロ

ー
勲
章
を
授
け
ら
れ
た
の
は
、
マ
ッ
セ
ン
博
士
の
強
い
推
薦
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
野
口
の
死
後
、
こ
れ
ら
の
手
紙
は
マ
ッ
セ
ン

家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
上
述
の
よ
う
な
経
緯
で
、
現

在
は
東
京
の
財
団
法
人
・
野
口
英
世
記
念
会
に
寄
贈
さ
れ
、
近
々

原
文
お
よ
び
翻
訳
文
が
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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